
平成１９年山梨県観光客動態調査結果　概要

48,287構成比 44,040構成比 4,247千人増 109.6%

峡　中 12,551 26.0% 9,974 22.6%2,577千人増 125.8%

峡　東 8,196 17.0% 7,549 17.1% 646千人増 108.6%

峡　南 2,743 5.7% 2,664 6.1% 79千人増 103.0%

峡　北 7,550 15.6% 7,218 16.4% 332千人増 104.6%

富士・東部 17,248 35.7% 16,635 37.8% 613千人増 103.7%

外国人観光客数 193千人増 128.0%

6,334構成比 6,037構成比 297千人増 104.9%

峡　中 673 10.6% 633 10.4% 40千人増 106.3%

峡　東 1,168 18.4% 1,102 18.3% 66千人増 106.0%

峡　南 299 4.7% 296 4.9% 2千人増 100.7%

峡　北 780 12.3% 735 12.2% 46千人増 106.2%

富士・東部 3,414 53.9% 3,270 54.2% 143千人増 104.4%

外国人宿泊客数 87千人増 168.8%

4,461構成比 3,939構成比 522億円増 113.2%

宿　泊 1,495 33.5% 1,381 35.1% 114億円増 108.2%

日帰り 2,966 66.5% 2,558 64.9% 408億円増 116.0%
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　調査方法　～ 全国観光統計基準（日本観光協会）に基づく調査 ～

［観光客数調査］　：７８７地点

・観光施設への調査
　自然（山岳、湖等）、文化歴史（神社、美術館等）、産業観光（ワイナリー等）、温泉、買
い物、イベントなど、県内の観光地や観光施設に対して、来客の利用状況を調査

・データ利用調査
　高速道路及び県営有料道路利用状況、道路交通センサス、県警登山者数調査、入湯
税調査

［宿泊客数調査］　：１，５３０施設
・ホテル・旅館、民宿、ペンションなど県内の宿泊施設に対して、宿泊客利用状況を調査

［アンケート調査］　：３，４４６サンプル
・対面聞き取り方式
・四季毎に、年４回×県内８箇所で調査
・主な質問項目 ： 性別、年齢、居住地、旅行目的、消費動向、利用交通機関、満足度等

　平成１９年における本県観光の動態動向

～ 観光客数・宿泊客数調査結果より ～

　・平成１９年はＮＨＫの大河ドラマ「風林火山」の放映期間と重なったため、武田氏ゆか
りの施設の多い峡中圏域や峡東圏域を中心に観光客数が大きく増加した。観光目的別
でも、「文化・歴史」が前年に比べ38.6ポイント（272万人）の増加となった。

　・また、富士山の世界遺産登録の機運の盛り上がりに加え、登山シーズンに好天に恵
まれたことなどから、昨年に続き富士山への入り込みが増加した。

～ アンケート調査結果より ～

□観光客の居住地
　・「県外（外国人含む）」観光客が７０．３％、「県内」観光客が２９．７％

□県外観光客の特徴
　・（外国人除く）「県外」観光客を都道府県別に分けると、東京（30.0%）、神奈川（17.3%)、
静岡（10.0%）、埼玉(9.2%)、長野(7.7%)、東海地方(7.6%)、千葉(7.3%)の順である。

□観光客の交通手段
　・マイカー(69.2%)が最も多く、鉄道(18.8%)、観光バス(6.1%)、路線（高速）バス（2.8%)の順

□同行人数・グループ形態
　・同行人数は、「２～３人」(52.6%)が最も多く、次に、「４～５人」(23.1%)の順
　・グループ形態は、「家族」(62.1%)が最も多く、「知人・友人」(21.4%)の順

□旅行目的（複数回答）
　・「自然を楽しむ」(26.6%)が最も多く、「温泉」(25.6%)、「行楽」(24.1%)の順
　・旅行目的を、「県内」「県外」別にみると、「県内観光客」は「祭り・イベント」(38.9%）が最
多で、「県外観光客」は「温泉を楽しむ」(31.3%)、「自然を楽しむ」(30.3%)と続く。

□観光客の宿泊数
　・「１泊」(62.1%)が最も多く、次いで、「２泊」(23.7%)、「３泊」(8.5%)と続いている。

□観光客の満足度（複数回答）
　・「自然景観」(84.6%)が最も多く、次いで、「温泉」(79.5%)の順

　観光客数　４８，２８７千人　（前年比　９．６％の増加）　　　　　　　　         （平成１９年１月～１２月）
　～平成１８年に比べ、約４，２４７千人の増加～

　宿泊客数　６，３３４千人　（前年比　４．９％の増加）　　　　　　　　　　　　（平成１９年１月～１２月）
　～平成１８年に比べ、約２９７千人の増加～

　観光消費額　４，４６１億円　（前年比　１３．２％の増加）　　　　　　  　　（平成１９年１月～１２月）
　～平成１８年に比べ、約５２２億円の増加～
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等

4,075円
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4.0%

交通
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15.0%
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17.9%
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10,892円
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等

2,767円
41.1%

入場・観覧
747円
11.1%

交通
1,535円
22.8%

飲食
1,691円
25.1%

観光客数推移 単位：千人

宿泊客数推移 単位：千人

単位：億円観光消費額推移

宿泊客の平均観光消費額の内訳 日帰り客の平均観光消費額の内訳

合計：２３，７３４円 合計：６，７４０円


